
本年度の検討対象である「歴史の道」(十石街道、下仁田道、中山道、信州街道)の関係 

市町村(4市10町5村)を対象としてヒアリング調査を実施し、19の市町村(4市10町5村) 

から回答を得た。

〜ヒアリング調査の項目〜

「歴史の道」の保存状況や沿道の歴史的資源の分布状況、各市町村の「歴史の道」に対す 

る意向等を把握するために、以下の項目についてヒアリング調査を行った。

① 特に重要な歴史的資源、及びその理由

② 特に保存•復元したいと考えている歴史的資源、及びその理由、方法

③ 歴史的街並み保全や修景整備等を行っている、または今後計画のある箇所

④ 代表的な歴史的資源の概要

⑤ 歴史の道の保存状況

⑥ 歴史の道の現在の道路区分

〜調査結果〜

上記の④、⑤の結果と「歴史の道調査報告書」をもとに、歴史の道の保存状況、歴史的資 

源の分布状況及び主な歴史的資源の概要を整理し、「歴史の道現況特性図」(参考資料- 3) 

としてとりまとめた。なお、歴史の道の保存状況、歴史的資源の分布状況については以下に 

示す分類で整理した。

また、上記の①、②の結果をもとに、第4章で示した「歴史的資源の保存•復元の方針」 

を設定した。

【歴史の道の保存状況】

① 原状のままの道：道として存続しており、線形や幅員も原状をとどめている区間

② 改変された道：道として存続しているが、拡幅整備等により原状をとどめていない

区間

③ 消失した道：宅地化•農地化や、雑草等に覆われて道としての機能が消失してい

る区間

【歴史的資源の分類】 、

〇建築物(本陣跡、陣屋跡、茶屋跡、関所跡、古い民家 等)

〇神社•寺等
〇近代化遺産
〇一里塚

〇常夜燈

〇石造物(馬頭尊、道祖神、庚申塔、供養塔 等)
〇道標(里程標含む)

〇碑(句碑、石碑、板碑等)

〇並木

〇城跡

〇渡し•河岸跡

〇古墳
〇その他(井戸、橋、墓、大木、水路 等)
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現況特性図十石街道1新町〜藤岡市本郷 十石街道1［新町〜藤岡市本郷］

醒水宮神社の大櫸(忡キ)I 

樹高30m、目通19 7.5m 
根回り26mあり、樹齢7 
00年以上と推定される 
昭和32年8月、群馬県 
天然記念物に指定され 

た。

里程標

旧藤岡町の繁華街に大 

正4年に建てられた。 

もとは交差点の南東角 
にあったが道路拡幅に 
より反対側に移された 

ものである。

一丁目道標

天保3年(1832)11月15 
日建立。石材は安山岩 

で高さ174cm、角柱幅2 
km、右面に「左江戸
本庄、八幡山」「右 

陝父渡瀬、鬼石」左 

面に「左妙義榛名 
高崎吉井」とある

諏訪神社

上代より社歴を経て、 

永禄9年(1566)に芦田 
信守が、出身地である 

信濃国一の宫諏訪大社 
から剣ーロ•鏡一面を 
請い受け、神霊として 
本郷字別所に上社、当 
社に下社を奉祀した。

本郷埴輪窯跡

昭和19年、国の史跡に 
指定されたこの窯跡は 

段丘の傾斜地を利用し 
てつくられている。昭 

和18、19年に2基の窯 
跡が発掘調査され、窯 

内より人物、馬、家な 
どの埴輪が出土した。

土師の辻

土師神社は「相撲の元 
祖」として「日本書記 

」に登場する野見宿禰 
を祭神としている。境 
内にある相撲辻は「日 

本三辻」の筆頭に数え 

られている。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古填

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

近代化

遣産
1新町英学校跡

神社,

寺等
1水宮神社

2下栗須稲荷神社

3大塔寺天満宮

4諏訪神社

5本郷土師神社

古墳 1霊符殿古墳

2諏訪の古墳

城

跡

1芦田城跡

その他 1漱水盤

2 竹本太夫の墓

3 水宮神社の大櫸(ケヤキ)

4 菊川英山の墓

5 埴輪窯の跡



現況特性図十石街道2f藤岡市本郷〜鬼石町鬼石

椿社神社

祭神は豈交败節'。もと 
は神田字神明にあって 

神明社と言われ、伊勢 
神宮の神領であった厂 

高山御厨」の中4し、にあ 
った社と推定されてい 

る。

1医光寺板碑

鎌倉時代末期の延慶3 
年(1310)につ5られ、 
高さ253cm、幅52cm、 

厚さ5. 5onをはかる。 
この板碑は、明治末頃 
神流川の土中から発見 

され、現在地に移され 
たものである。

n天保ききんの碑

「積木神社之跡」と刻 
まれた碑の裏面に、天 

保8年(1837)の殻類の 
価格が刻まれている。 

この碑はもと尻無沢に 
あった石橋に使われて 
いたものである。

十石街道2 ［藤岡市本郷〜鬼石町鬼石］

御巡部神社のサカキ

「高山御厨」との関連 
を思わせるこの神社の 
境内には、市指定天然 
記念物のサカキがある 

目通り1.05m、根回り1 
.63m、樹高12roの大き 

さで、樹齢400年と推 
定されてヽる。

II浄法寺(緑埜寺)

比殽山延暦寺の直末で 

ある。広厳山般若浄土 
院、又は緑野教寺、緑 
野寺とも称し、本尊は 

阿弥陀如来である。最 

澄によって開かれた、 
天台宗の束国布教の中 
心道場であった。

相輪模

浄法寺の境内にあり、 

弘仁6年最澄の創建で 
ある。六千部経日本六 

ヶ所の一つ。銅製円錐 

柱の頂上に金色の蓮華 
がある。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚.

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

道標

その他

原状のままの道

改変された道

;消失した道

:市町村境界

凡 例

神社,

寺等

1御巡部神社

2椿杜神社

3 天陽寺

4 浄法寺(緑婪寺)

城跡 1根古屋城跡

その他 1ニッケル採掘跡



現況特性図十石街道3鬼石町鬼石〜鬼石町保美濃山 十石街道3 ［鬼石町鬼石〜鬼石町保美濃山］

譲原石器時代住居跡

譲原小学校跡地にある 
石器時代の敷石式住居 

跡で、国指定史跡。 
付近一帯が県の史跡に 

指定されている。 
現在は隣接して体験学 
習館や道の駅が整備さ 

れている。

満福寺

神奈川県藤沢市清浄光 

寺末の時宗である。 
寺の所有する宝物に、 

紙本著色泰西王侯図と 
紙本著色達磨図があり 
前者は国の重要文化財 

に指定されており、後 
者も県指定重要文化財 

となっている。

石造物群

鬼石町譲原にあり、二 
十二夜塔、巳待塔、馬 

頭尊が建っている。

大日如来像

鬼石町譲原の根際集落 

を少し登った所にある 
大きな一*本松の近くに 

あった〇
現在は譲原の横田楠夫 
家の墓に移転されてしヽ 

る〇

冬桜

日露戦争の戦勝を記念 

して植樹されたのが最 
初で、現在は県立桜山 

公園とな-9ている。10 
月下旬から12月中旬に 
かけて開花する。「三 
波川」とも呼ばれる。 
国指定の名称天然記念 

物である。

暉祥神社

鬼石町保美濃山の神流 

湖を見下ろす高台にあ 
り、境内には縄文時代 
住居跡の一部が移転復 

元されている。また、 
近くに南北朝時代の板 

碑が数枚ある。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社,寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

道標

その他

I原状•のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

神社.

寺等

1満福寺

2 子宝神社

3 愛宕神社

4 抜鋅神社

古墳 1原古墳

2 大丸樫古墳

その他 1石器時代住居跡

2 冬桜

3 島田石デうボッチの足跡



現況特性図i十石街道4鬼石町保美濃山〜万場町生利
十石街道4 ［鬼石町保美濃山〜万場町生利］

法久峠の御地威尊

法久峠にある御地蔵尊 
で、安産の神様として 

産泰講のとき女性が集 

まって餅をつき産泰様 
を祭った。また妊産婦 
がお産が軽くできるよ 

うにお参りした。

八幡神社

法久集落の小幡家が甘 
楽町より隠遁した際に 

建立したもので戦の神 

様として応仁天皇が祭 
られてしヽる。一人立獅 
子舞が伝わる。

ぉ蝶が穴

七曲りの合戦の際、柏 
木の庄屋の娘お蝶を、 

かくまい育てた岩穴と 

いう伝説がある。

II常夜燈
万場町柏木にある常夜 
燈。

I阿弥陀三尊画像板碑
万場町柏木にある画像 
板碑で、中尊の阿弥陀 

如来が脇侍の観音菩薩 

、勢至菩薩と共に飛雲 

に乗った来迎図で、県 
内に残る囿像板碑のう 
ちで最も美しいといわ 
れている。県指定重要 
文化財。

麻生集落の家並み

昔の家並みが比較的多
く残っている。

凡

例

:建築物(跡)

;建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遗産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

.逼標

その他

;原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

神社.

寺等

1•八幡神社

2 諏訪神社

3 お堂

4 大林寺

5 柏木神社

6 麻生神社

その他 1お蝶が穴



現況特性図十石街道5万場町生利〜万場町青梨 十石街道5 ［万場町生利〜万場町青梨］

道標

万場町生利にある道標 
で、御荷鋅山登山口に 

あたる。

八幡宮

町の中心的な八幡宮で 
あり、現在も祭礼等が 

行われてLヽる。町指定 
重要文化財である鎌倉 

時代の流鏑馬の的と鏃 
が宝物として保存され 

ている。

不動滝

滝の沢にある滝で、滝 

下の岩穴に不動尊がま 

つられている。

西国秩父坂東供養塔

万場町小平の古田集落 
にある供養塔である。

八幡宮

万場町青梨にあり、境 

内には奉納堂がある。

観音堂

万場町青梨の高八木集 
落の手前にある弥生時 

代の洞窟遺跡(岩津保 
遺跡)の入口にある観 
音堂。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遠産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状のままの道

改変された道

:消失した道

i市町村境界

凡 例

神社,

寺等

1龍源寺

2御鲜神社

3 あみだ堂

4慈恩寺

5八幡宮

6千手寺

7丹生神社

8龍松寺

9 観音堂

10光明寺

11土生神社

12善福寺

13普明寺

14普門寺

15八幡宮

16観音堂

その他 1不動滝

2 みかぼ山の大文字



現況特性図十石街道6万場町青梨〜中里村平原 十石街道6 ［万場町青梨〜中里村平原］

道標(尾久峠)

尾久峠は明治17年の秩 
父事件の際、敗れた農 

民軍の残党が越えてき 
た峠とされている。

岩崎竹松翁の功徳碑

養蚕研究家の岩崎竹松 

翁の功徳碑。明治42年 
に建てられた。

中山神社

古くは魚野神社と呼ば 

れた。明治42年に中山 
郷にちなみ中山神社と 
改称された。また、応 

仁2年(1468)の記録 
のある鰐口があり、村 

の重要文化財に指定さ 

れている。

丸岩

神流川の真ん中に立つ 

黒灰色の大岩で、高さ 

約15m、周囲約50mの 
丸形の奇岩である。岩 
上にある祠の祀神は水 
天宮であり、木材を搬 

出したときの仕事の安 
全を祈願して建立され 

たと思われる。

道程標

四角柱の道程標で、正 
面が道程標、左右：が距 

本標と記され、裏面に 

御即位大典記念、昭和 
三年十一月、神ヶ原青 

年会となっている。

東福寺

東福寺川沿いの静寂幽 
趣の地に佇む。慶長十 

年(1605)の創立され 
、その後火災にあい、 

宝永元年(1704)に再 
建された。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古填

.道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

神社,

寺等

1徳昌寺

2中山神社

3産泰神社

4松源寺

5清泉寺

6東福寺

その他 1 丸岩

2 おう穴(ホ’ッ！'ホ-ル)

3黒沢円造誕生の地

4 琴平の滝



現況特性図 十石街道7中里村平原〜上野村乙父 十石街道了 ［中里村平原〜上野村乙父］

千石牆の砦

戦国時代、武田信玄に 

従った浅香播磨守重明 

がここに拠り、山中衆 

を率い、天正9(1581) 
亨に北条勢と戦ったと 

言われている。

道標

武州街道への道を示す

不二洞

今から約1200年前に発 
見された関東一の鍾乳 

洞である。洞内には仏 
教にちなんだ名称がつ 

けられている。県指定 
天然記念物〇

観音堂

乙父大橋の上流にあり 

馬頭尊である。堂前に 
は庚申塔や地蔵尊、馬 

頭尊等十数体がある。

泉竜寺

曹洞宗のお寺で無住で 

ある。天正3(1575)年 
恵翁の開山、善知の代 

に堂が建立されたとい 
う。寺宝として大般若 

経6 0 0卷があり、「 
墨書大般若経」として 
県指定重要文化財とな 

っている。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遺産

並木

里塚

城跡

: 常夜燈

i渡し•河岸跡

石造物

古埴

.道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1新羽集落家並

神社.

寺等

1延命寺

2 観音寺

3 勝山神社

4 吉祥寺

5 諏訪神社

6 乙母神社

7 乙父神社

8 観音堂

9 泉竜寺

その他 1相切の天神様

2 千石牆の砦

3 蛇木の滝

4 不二洞



現況特性図 十石街道8]中里村神ヶ原•上野村新羽〜志賀坂峠 十石街道8 ［中里村神ヶ原•上野村新羽〜志賀坂峠］

瀬林の漣痕

中生代(約一億年前) 

にこの地方が海に面し 
ていた頃、水深の浅い 
「流れのあと」が砂浜 
に残って化石となり、 

その後の地殻変動で崖 

として姿を現したもの 
である。恐竜の足跡が 

残っている。

道標

大正14年青年会の建立 
で、右野栗沢を経て中 

津へ、左明家間物を経 
て小鹿野へと書かれて 

いる。

宝蔵寺

文和2 (1353)年の開山 
で集落のほぼ中央、道 

の左側の小高い所に位 
置する。寺宝に二十五 
菩—の画像、阿弥陀如 

来立像、天真自性禅師 

般若経二卷、板碑、他 

数点がある。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遠産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

道標.

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

神社•

寺等

1諏訪神社

2八幡神社

3宝蔵寺

その他 1瀨林の漣痕(恐竜の足跡)



現況特性図十石街道9上野村乙父〜上野村植原 十石街道9 ［上野村乙父〜上野村槽原］

生犬穴

中越沢の中腹にある竪 
穴形の鍾乳洞で、昭和 

13年に国の天然記念物 
に指定された。学術的 

にも価値の極めて高い 

ものとされている。

写真

中正寺(しだれ桜). 

天台宗中正寺の開山は 

16世紀初頭といわれ、 
その境内にある「しだ 

れ桜」は県指定の天然 
記念物である。樹齢約

4 〇 〇年で、通称仏乗桜 
と呼ばれている。

障沢家

建造は18世紀後期と推 
定され、大規模な切妻 

建築で、屋根は板葺き 

の石置である。昭和45 
年に国の重要文化財に 
指定された。

I白井関所跡の碑

関所は明治4年まで置 
かれていたが、現在で 
も石垣や家並にその面 
影を残している。関所 

跡を偲ばせる石碑が置 

かれている。

Iし、ちいの木

寛永8(1631)年、代官 
大河内金兵衛が関東総 
領の時、白井関所設置 
にあたり、その関所守 

の庭園に植えられたも 

のといわれ、現在も隆 
盛に成長している。昭 

和47年に県の天然記念 
物に指定された。 L

I白井の市神様

村の中央にあり、かつ 
て山中領の唯一の流通 
経済機構であった市の 
存在を物語るものであ 

t)、学術的に極めて貴 
重なものである。

凡 例

建築物 1_黒沢家

神社.

寺等
1中正寺

その他 1生犬穴

2 いちいの木

凡

例

建築物(跡)

J建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古填

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界



現況特性図十石街道川野村槽原〜十石峠•栂峠 十石街道10［上野村横原〜十石峠•栂峠］

十石峠標識

峠の道から左10mのと 
ころにある道標。

水ノ戸の碑

北相木村に通ずる栂峠 
道の分岐点に立ってい 

る碑。ここにはきれい 
な清水が豊富に湧き出 
ていて、昔は茶iがあ 

り人も馬も一息入れた 

ところである。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遠産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

.道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

その他 1十石峠標識



現況特性図下仁田道1藤岡市小林〜吉井町小串 下仁田道1［藤岡市本郷〜吉井町小串］

諏訪古墳

諏訪神社の社殿の下に 

あるこの古墳は、全長 

57m、高さ4mの前方後 

円墳で、6世紀後半に 

つくられたと推定され 

る。横穴式石室内は、 

明治39年に発掘調査さ 

.れ多くの副葬品が出土 

した。

一行寺

この寺は、芦田城を築j 

いた芦田康貞が、天正 

19年(1591)に、身代わ| 
り観音として由緒ある' 

本尊の動堂観世音を当| 
地に移したのが始まり1 

と伝元られている。

中大塚縄文時代

敷石遺構 

上屋で保護してあるこ 

の遺構は、約4, 000年 

前の縄文時代中期末に 

つくられた柄鏡形敷石 

住居跡である。昭和49 
年に発掘調査され、同 

年群馬県の史跡に指定 

された。

千部供養塔

寛政4年(1792)に旧鎌 

倉街道脇に建てられた 

この供養塔は、天明3 
年(1783)の浅間山の大 

噴火の様子と、その影 

響による物価の高騰ぶ 

りを克明に記した金石 

文である。

白石稲荷山古墳

国指定史跡のこの古墳 

は、全長175m.後円部 

の高さ6mで、5世紀代 

につくられた東日本を 

代表する前方後円墳で 

ある。

宦良上野介の産湯井戸

「忠臣蔵」で知られる 

吉良上野介義央は、当 

時吉良氏の所領と陣屋 
があった白石粉で寛永 

18年(1641)に生まれた 

と伝えられ、産湯を汲 

んだ井戸がある。

凡 例

神社*

寺等

1 土師神社

2浅間神社

3良信寺

古墳 1諷訪古墳

2伊勢塚古墳

3 七興山古墳

4白石稲荷山古墳

その他 1本郷植輪窯跡

2 菊川英山の墓 

〇 中大塚縄文時代

敷石遺構

4吉良上野介の産湯井戸

凡

例

:建築物(跡)

!建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

.道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界



現況特性図 下仁田道2吉井町小串〜甘楽町白倉 下仁田道2 ［吉井町小串〜甘楽町白倉］

馬庭念流道場

相馬義元が創始した念 

流を、樋口氏が修め開 

いた剣術道場。毎年一 

月には、鍛え抜かれた 

剣技が披露される。県 
指舍史跡。

多胡碑

和銅四年(711)に多 

胡郡を新しく設置した 

由来を刻んだ碑。碑は 

碑身•笠石•台石から 

なり、碑身は角柱状の 

牛伏砂岩で、高さは約 

1.28mである。日本三 

古碑の一〇。国指定特 

別史跡。

吉井藩陣屋表門

吉井藩は、17世紀後半 

一万石として置かれ、 

延宝二年(1674)松平 

信平がここに封され吉 

井氏が始まり、吉井信 

謹が明治二年(1849) 
に封を上げた。陣屋表 

門が郷土資料館の近く 

に移築されている。

辛科神社

多胡郡が成立した折、 

郡の総鎮守となったと 

伝わる。本殿は寛文年 

間に、拝殿•随身門は 

寛政年間に再建された 

ものである。

陣石法華供養遺跡

釈迦堂を中心に、石造 

地蔵菩薩、宝塔、石灯 

簞等、法華経の読経、 

写経に関連した大規模 

な遺跡である。江戸時 

代初期における法華経 

信仰を物語る貴重な遺 

跡であり、県の指定史 

跡である。

姥子堂

奪衣婆を祭る御堂であ 

り、三途川の名称とと 

もに極めて珍しい名称 

であり、仏教的価値が 

高い。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遗産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古墳

.退標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1馬庭念流道場

2 吉井藩陣屋表門

3 姥子堂

神社.

寺等

1金毘羅宮

2 辛科神社

その他 1入野遺跡

2 仁叟寺のカヤ

3 常行院のラカンマキ

4 造石法華供養遣跡



現況特性図 下仁田道3甘楽町白倉〜富岡市ーノ宮 下仁田道3 ［甘楽町白倉〜富岡布ーノ宮］

消防分団望楼

消防の分団として昭和 

6(1931)年に建設され 

た望楼である。

旧官営富岡製糸場

政府が民間への手本と

して明治5 (1872)年に

創業を始めた官営模範

工場であ、る。建物は木

骨レンカ造りで、一世

紀以上を経た現在でも

創業当時のまま残って

いる大変優れた建築で

ある〇

竜光寺

竜光寺には県の重要文 

化財に指定されている 

板碑、梵鐘、また市の 

重要文化財に指定され 

ている木彫阿弥陀如来 

像、銅製観音菩薩立像 

等がある。また、旧官 

営富岡製糸場工女の墓 

碑もある。

七日市藩家老保阪家 

長屋門(南保阪)

七日市藩家老保阪家は 

現在、南保阪、北保阪 

と呼ばれており、長屋 

門が残存している。

i七日市藩家老保阪家 

長屋門(北保阪)

七日市藩邸跡

七日市藩は元和元年( 

1616)に加賀藩主前田 

利家の五男利孝を藩祖 

としており、明治の廃 

藩時の、12代藩主利昭 

の代まで続Iヽた。現在 

の富岡高校の校舎の部 

分のほとんどが藩邸跡 

にあたる。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遠産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1七日市藩邸

七日市藩家老保阪家

長屋門

七日市藩家老保阪家

長屋門

化
産

代近
遣

1消防分団望楼

2 旧官営富岡製糸場

神社.

寺等

1小舟神社

2 竜光寺

3 金剛院

古墳 1天王塚古墳



現況特性図 下仁田道4 富岡市ーノ宮〜富岡市南蛇井 下仁田道4 ［富岡市ーノ宮〜富岡布南蛇井］

貫前神社

平安時代以前の創建と 

伝えられ、上野国一•ノ 

宮でもあった。国の重 

要文化財に指定されて 

いる本殿、拝殿、楼門 

は、寛永12年(1635)に 

徳川家光が再建したも 

ので、江戸時代初期の 

建築様式を伝える。

1旧茂木家住宅

戦国時代の大永7年( 

1527)の建築と伝えら 

れ、現在我が国に残る 

民家では最古のもので 

ある。昭和52年に現在 

の宮崎公園内に移設、 

復元された。

青面塔

正円に加工した石に青 

面尊と刻んである。右 

には球形の石が火袋の 

上にのり、「ウーン」 

の梵字が刻んであるよ 

うに見える。左には坐 

像が一体、片膝を立て 

た様な形で祭られてい 

る〇

道標

「右ーノ宮、三十丁」 

「左」の字は破損して 

いるが「松井田、三里 

」とある。「嘉永七寅 

年十二月吉辰」、すな 

わち安政元年(1854) 
の建立である。

双体逼祖神

厂宝暦十二年未一月十 

五日」と読めるようで 

あるが、十二年は午で 

あり、未は十三年(17 
63)であることから、 

宝暦十三年の建立と推 

測される。

障興寺山門

江戸時代中頃に長野県 

諏訪地方で確立した大 

隅流様式の山門で、三 

間一戸の素木造の二重 

門で、屋根は入母屋造 

桟瓦葺となっている。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社・寺等

碑

近代化遺産

並木

■-里塚

城跡

常夜‘燈

渡し•河岸跡

石造物

古填

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1旧茂木家住宅

神社*

寺等

1貫前神社

2宇芸神社

3 鳥総神社

4最興寺



現況特性図下仁田道5j富岡市南蛇井〜下仁田町東野牧 下仁田道5 ［富岡布南蛇井〜下仁田町東野牧］

桜井戸 亩庚申 I高崎藩士戦死之碑

Si宣しるべ 道しるペ 芭蕉句碑

凡 

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社' 守寺

碑

近代化遗産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

神社*

寺等

1 清泉奇

2常往寺

3本誓寺

4諏訪神社

5龍栖寺

6常称寺

7栄寿寺

その他 1桜井戸

2下仁田戦争跡



現況特性図 下仁田道6下仁田町東野牧〜下仁田町西野牧•南野牧 下仁田道6 ［下仁田町東野牧〜西野牧•南野牧］

西牧関所跡 像般若心経の碑 西光寺

常夜燈 I道しるべ 百庚申

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1　西牧関所跡

神社,

寺等

1長楽寺

2お宮

3諏訪神社

4観福寺

5西光寺

6 野牧寺

その他 1安宅神咒経

2寒夜唱号



現況特性図 下仁田道7下仁田町西野牧〜矢川峠 下仁田道7 ［下仁田町西野牧〜矢川峠］

西野牧開田記念碑 0常夜燈 八十八箇所霊場

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遠産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

その他 1八十八箇所霊場



現況特性図 下仁田道8下仁田町南野牧〜志賀峠 下仁田道8 ［下仁田町南野牧〜志賀峠］

雨宝童子の碑 道標 荒船神社

お堂 神津邦太郎の胸像

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遠産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古墳

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡例

神社.

寺等

1諏訪神社

2 薬師堂

3 八幡宮

4 荒船神社

5 お堂



現況特性図 下仁田道9下仁田町南野牧〜内山峠 下仁田道9 ［下仁田町南野牧〜内山峠］

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界



現況特性図 下仁田道10下仁田町下仁田〜南牧村磐戸 下仁田道10［下仁田町下仁田〜南牧村磐戸］

諏訪神社 八幡宮

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遺産

並木

—里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

神社.

寺等

1 諏訪神社

2 八幡宮

3 常光寺

4 慈眼寺

5 磐戸神社



下仁田道11［南牧村磐戸〜南牧村羽沢］
現況特性図 下仁田道11南牧村磐戸〜南牧村羽沢

安養寺

(大日向のひとぼし)

安養寺を中心とした火 

祭りで8月14日と15日 
の命日の夜盆の行事と 

して区が実施する。

芭蕉塚

渓谷にのぞんで、「閑 
さや岩にしみいる蝉の 
声」の句が紅葉石にき 

ざまれている。近くに 
蘭更の「名月や媾蛤宿 
かる竿の先」の句碑も 

立てられている。

砥沢関所跡

寛政年間、江戸警護をi 
目的に配置され、江戸 

末期まで市川五郎兵衛 

家が関守にあたった。 
俗に女街道と呼ばれて 

いた。

写真

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古墳

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1砥沢関所跡

神社,

寺等

1安養寺

2大日向神社

3大雄寺

4 中道院•



現況特性図 下仁田道12南牧村羽沢〜余地峠 下仁田道12［南牧村羽沢〜余地峙］

市川五郎兵衛屋敷跡

市川家は代々砥沢の関 
所の関守の任にあたり 
、その間信濃国数ヶ所 
に開田事業を成した。 
この屋敷は、市川家が 
天文年間に砥沢より別 

家以来明治初年までの 

3 3 0年間に及んで住ん 
だ。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遗産

並木

一里塚

城跡

常夜'燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1市川五郎兵衛屋敷跡



現況特性図中山道1新町〜高崎市倉賀野町 中山道1［新町〜高崎市倉賀野町］

新町行在所

明治11年、天皇は北陸 
東海道の各地を右大臣 
岩倉具視、徳大寺内卿 

以下7 91名と御巡幸な 
された。天皇御宿泊の 
ため新設した行在所で 
あり、全国にも例がな 
ぃiぃう。

稲荷神社

文政6年9月の銘のあ 
る詩仏の大文字を刻ん 

だフJく鉢と水屋の輪奥の 
美と処狭しと奉納され 

た石灯籠などがある。

伊勢の森

現在、市の運動公園と 
なっている隣接地にあ 

る数本の立木で囲まれ 
た石祠付近は、「お伊 

勢の森」と呼ばれてい 
る。この地は、中山道 

の里程から一里塚と推 
定される。

常夜燈 閻魔堂

凡

例

姪楽物(.跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

.道標

その他

原状のままの道

改変された道,

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物
1__ 問屋場跡

2高札場跡

3 高瀬屋跡

4 本陣跡

5郷宿萬屋跡

6 岩嘉•陣屋®し_ 

7岩鼻監獄署跡

8 閻魔堂

神社*

寺等

1__ 八坂神社
2諏訪神社鳥居
I［専福寺

4 諏訪神社

竜光寺

TT稲荷神社 _

7 宝勝寺

8八幡宮

9伊勢嶋神社 

10__信迎庵 

11宝昌寺 
7TI赤城大明神
TTT北向子育観音 

14観音寺
15諏訪社
W神宮寺跡 

17大覚寺跡
W養報寺

三光寺稲荷

20__九品寺
21井戸八幡

22 大杉社跡
近代化
遺産

1新町行在所

渡し•

河岸跡

1 __ 柳瀬の渡し跡

2 岩鼻河岸跡

3 倉賀野河岸の渡船場跡

4倉賀野河岸跡

古項
1大道南古墳群

2 長賀寺山古墳

その他
1__首塚
2 胴塚 '

3 弁財天

4神明(伊勢の森)

多鼻の川除提

6 不浄坂

7 梅の木

8 諏訪社前の古池

9 新池
ITT太鼓橋 .



現況特性図 中山道2 高崎市倉賀野町〜高崎市並擾町 中山道2 ［高崎市倉賀野町〜高崎市並複町］

飯玉社(倉賀野神社) 安楽寺 浅間山古墳

佐野船橋歌碑 諏訪神社 高崎城乾砦

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遗産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

.道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1須賀喜協本陣

神社.

寺等

1永泉寺

2 飯玉社

3 安楽寺

4 林西寺

5 諏訪神社

古墳 1大鶴卷古墳

2 小鶴卷古墳

3 浅間山古墳

跡城 1倉賀野城跡

2 高崎城乾櫓

その他 1獅子蔵

2 粕沢橋(石橋架橋)

3 徳川忠長墓

4 守随彦三郎墓



現況特性図1中山道3 ［高崎市並擾町〜安中市板鼻 中山道3 ［高崎市並援町〜安中市板鼻］

道しるペ 茶屋本陣 上豊岡の一里塚

洗心亭 寒念仏

協和念(1802) 3月、 
板鼻宿の木嶋七郎左衛 

門がここに石橋をかけ 
旅の安全を祈って建て 

た供養塔です。

小野良佐栄重の墓

小野良佐栄重(1763〜 
1831)は、板鼻の和算 
家です。文化8年(18 
08)に関流数学師範の 
免許皆伝と関夫子六伝 
数学師範免許三軸を授 

けられ、関流六伝の家 
元としての地位が与え 

られました。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古填

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1茶屋本陣

2 洗心亭

3板鼻宿本陣木島家書院

神社,

寺等
1称名寺

2聞名寺

跡城 1板鼻城跡

その他 1荒木寅三郎の墓

2 小野良佐栄重の墓



現況特性図 中山道4 安中市板鼻〜安中市原市 中山道4 ［安中市板鼻〜安中市原市］

熊野神社社殿

安中忠政が野後(野尻) 
と呼ばれた場所に城を 
築き、安中城と改めま 
した。そして熊野三社 
を勧請して城の鬼門の 
守護神としました。こ 
の神社の本殿の板羽目 
の彫刻は室町時代風で 
古拙さが特徴です。

西光寺ッバキ

このツバキは関西の「 
日光(じっこう)」種 
で、花は深紅の一重唐 
子咲きであり、花弁は 
5〜7枚、雄蕊の葯が 
拡大して小花弁状にな 
ったものが中央に密集 
し、雄蕊の柱頭は三裂 
しています。

新島襄記念会堂

日本基督教団安中教会 
の礼拝堂は新島襄先生 
召天30周年を記念して 
大正8年に建てられた 
ものです。正式には厂 
新島襄記念会堂」とい 
います。構造は大谷石 
造2階建鐘塔付きです

旧安中藩郡奉行
役宅(猪狩家)

安中藩の郡村の民政、 
警察、司法を担当した 
郡奉行が暮らしていた' 

屋敷で、曲がり屋形式 
の母屋と長屋門で構成 
されています。幕末に- 
は猪狩幾右衛門が暮ら 
していました。

新島襄旧家

明治2年、安中藩江戸 
屋敷からの引揚者のた 
めに独立家屋や長屋を 
建設し、江戸詰めだっ 
た新島家もその長屋に 
移り住みました。明治 
7年新島襄が帰国した 
ときここで家族再会を 
果たしました。

安中•原市の杉並木

安中原市の杉並木がし、 
つ植えられたかは記憶 
がありませんが、言い 
伝えでは慶長9年(16 
04)説、元和元年(16 
15)説、第6代安中藩 
主板倉重形植樹説があ 
ります。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遠産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1安中宿本陣跡

2旧安中藩郡奉行役宅

3旧安中藩武家長屋

4 新島襄旧宅

5 明治天皇御小休所跡

近代化

遺産

1旧碓氷郡役所

2 新島襄記念会堂

神社。

寺等

1蓮華寺

2熊野神社

3大泉寺

4 真光寺

5複下神社

跡城 1安中城跡

その他 1安中中宿の燈籠人形

2 関島成章墓

3 西広寺のツバキ

4新島弁治、双六墓

5 山田三川の墓

6 湯浅吉郎墓



現況特性図中山道5 ［安中市原市〜松井田町新堀 中山道5 ［安中市原市〜松井田町新堀］

八本木の地蔵堂

八本木地葳菩薩は原市 
梗下城主安中忠清が勧 
請したと伝えられてい 
ます。室町時代前半頃 
作られたものと見られ 
る寄木造りの木像です

I常夜燈

元々は中山道から分か 
れて妙羲神社にいたる 
妙義道の入り口に立っ 
ていたものです。文化 
5年(1808)にここの 
妙羲講中によって建立 

されたものです。

西南戦役の碑

西南の役で生還できな 
かった3人の弔魂碑。 
同様の碑は館林市に一 
基あるのみで県内の貴 
重な文献。

琴平宮

中世には修験道場で祈 
祷等をし地域の信者も 
多かった。明治以降、 
今の名で呼ばれるよう 

になる。

松井田宿本陣跡 
(松本本陣)

敷地、室数、庭園等、 
大規模な本陣であり、 
庭井戸、土蔵等は往 
時の名残を留める。

不動寺

寛元元(1243)年からの 
由緒を持つ真言宗の古 
刹。仁王門ほか県指定 
重要文化財がある。

凡
例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化通産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古填

.道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1松井田宿本陣跡

2松井田宿本陣跡

近代化

遣産

1旧碓氷社本社事務所

2 旧松井田警察署

神社*

寺等

1八本木の地蔵堂

2 琴平宮

3 崇徳寺

4 不動寺

5吉祥寺

その他 1梁瀨八幡平の首塚

2 磯貝雲峰墓

3石井戸

4 愛宕山遣跡



現況特性図 中山道6 松井田町新堀〜松井田町原
中山道6 ［松井田町新堀〜松井田町原］

一里塚

江戸より32里を示す一 
里塚で、民家庭園の一 
部として僅かに旧状を 
留める。町内ではっき 
りした位置を示す数少 
ない一里塚の一つ。

料茶屋本陣

2軒の名主宅(共に県 
重要文化財)からなる 
茶屋本陣で復元整備さ 
れて一*盛公開中。_連 

文書も多い。

道しるペ

中山道から妙義山参詣 
への「妙義道」の入口 
を示す「是よりめうぎ 
みち」と辛うじて読め 
る。

百合若大臣足跡

怪力の大男が弓を射る 
時に踏みしめた石とい 
われるがその割には凹 
みは小さIヽ。

横川茶屋本陣

関所のそばにあり「矢 
の沢の家」と呼ばれて 
きた。道の反対にはも 
う一つの茶屋未陣「か 

りがね屋」があった。

碓氷関所跡

数ある関所の中でも要 
衝とされている。復元 
された東門、又、当時 
の石垣が残る。手形や 
文献が多数ある。県指 
定重要文化財。

凡

例

:建築物(跡)

!建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常抜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

.道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1五料茶屋本陣

2 横川茶屋本陣

3 碓氷関所跡

神社.

寺等

1補陀寺

2 金剛寺

3 碓氷神社

4 諏訪神社

5 薬師堂

6白髭神社

その他 1本町貯水池

2 百合若大臣足跡



現況特性図中山道７　松井田町原〜碓氷峠 中山道了 ［松井田町原〜碓氷峠］

堂峯番所跡

碓氷関所の再検札及び 
山中の抜け道通行の見 
張番所であった。石垣 
や門の礎石が残ってい 
る。

上り地蔵•下り地蔵 

室町期のものかと言わ 
れる。旅人の安全を見 
守る2体の地蔵尊で、 
現道筋からは外れてお 
り、旧道を示すと思わ 
れる。

弘法の井戸

弘法伝説のある山中に 
珍しい井戸。湧水は豊 
富である。

山中茶屋跡

峠の中心的な場所であ 
り、村落や寺などもあ 
っナこ。石垣や墓などが 
残っている。

一つ豕の砰

子持山の南麓の民家に 
あったが天明の浅間山 
の噴火で消失。大正6 
年に再建された。「数 
字の歌碑」

熊野神社

長野、群馬の両県に鎮 
座する珍しい神社。日 
本武尊の伝説を秘めて 
おり、又、安政遠足( 
侍マラソン)のゴール 
にもなっている。境内 
には指定文化財が多く 
ある。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し。河岸跡

石造物

古埴

.道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

,市町村境界

凡 例

建築物 1堂峯番所跡

2 四軒茶屋

3 山中茶屋跡

神社. 

寺等
1熊野神社

その他 1弘法の井戸

2 堀切

3 笹川

4 水源地



現況特性図 信州街道1 高崎市下豊岡町。相生町〜榛名町上大島•本郷 信州街道1［高崎市下豊岡町•相生町〜榛名町上大島•本郷］

道標

写真

道標

写真

下小填高札場跡

冲の土蔵

写真

1長野堰烏川取水ロ

写真

I本郷安養寺跡の宝塔

塔身部の形状は卵形、 
笠石は反りがなく直線 
的で切り口も垂直で厚 
みがある。様式的には 
鎌倉末から室町の特色 
を強く残し重厚素朴な 
感じのものである。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遗産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1下小搞高札場跡

神社.

寺等

1稲荷様

2 神明神社

3 滝谷不動

4 天竜護国寺

5日枝神社

6 円性寺

7 川端稲荷

8 金井渕寺

9 諏訪神社

10八坂神社

11大島神社

12景忠寺

13本郷神社

14地蔵堂跡

15安養寺跡

古項 1しどめ塚古墳

城跡 1並模砦跡

2 御門城跡

3 日波砦城跡

その他 1三国街道の起点

2 明神様

3 おしやく様

4 沖の土蔵

5 長野堰烏川取水ロ

-6 本郷安養寺跡の宝塔



現況特性図 信州街道2榛名町上大島•本郷〜榛名町上里見。下室田 信州街道2 ［榛名町上大島•本郷〜榛名町上里見•下室田］

I高浜六本辻の道標

町内でただ一つの踏石 

型道標で、年記のある 

ものではこの様式で県 

内最古である。

I中原の道標

高さ80cm、下部幅50cm 
三角形の自然石で、右 

肩に元禄6(以下欠損) 
の年記がある。最初に 

彫られた下段の文字が 

薄れ、後人が上段の文 

字を重ねて刻んだため 

かえって読みにく くな 

っている。

見城跡

里見川をのぞむ南断崖 

を背にした丘陵一帯で 

東西3201n、南東180m 
の並郭式中型の山城跡 

である。

高浜砦跡

賊域は東西150m、南 

北180mで北側と東側 
とに空堀をめぐらし、 

画面、南面は急崖’にな 

っている。

長年寺

初代鷹留城主長野業尚 

が子持村雙林寺より大 

光宗献禅師を開山に迎 

えて開基。現在の堂宇 

は昭和28年に再建され 
たものである。

上神入口の道標

高さ130cm、幅25cmの 

角柱状道標で、元文5 
年(1740)建立、正面に 
「南無阿弥陀仏」と刻 

まれ、「阿弥陀堂へ六 

丁二十間」とある。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遺産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状のままの道

改変された道

;消失した道

;市町村境界

凡 例

建築物 1遠北陣屋跡

2 上里見藩陣屋跡

3 神山宿本陣跡

4 室田宿本陣跡

神社-

寺等

1榛名木戸神社

2 榛名神社

3 郷見神社

4 戸榛名神社

5 光明寺

6 浅間神社

7 長年寺

8 春日神社

9 阿弥陀堂

10大森神社

11岩井堂観音

古墳 1塚中古墳

2 諏訪山古墳

3 塚崎古墳群

城跡 1高浜砦城跡

2 里見城跡

3 雉郷砦城跡

4 廬留城跡

5 松山砦城跡

その他 1鳥頭峠の石祠

2 里見の大梨



現況特性図 信州街道3榛名町上里見•下室田〜倉渕村三ノ倉 信州街道3 ［榛名町上里見•下室田〜倉渕村三ノ倉］

保古里の道標

高さlmの角柱状道標 

で、「元治元(1864)甲 
子夏目村中」の年記が 

あり、正面に「左草津 
逢」、左面に「従是三 

ノ食江二里、犬江戸六 

里」とある。

中室田の道祖神

高さ67cm、巾48cm「宝 

暦7年(1757)丑十二月 
吉日」の銘があり、舟 

型背に男女の二神を陽 

彫した双体道祖神であ 

る。

本庄辻の地蔵尊

総高170cmで地蔵尊が 
蓮台上に座しており、 

竿石が道標になってい 

る。宝暦12年(1762)の 
年記があり、この地蔵 

尊の前には嘉永4年(1 
851)の年記がある総高 
2mの柱状石道標があ 

る。

榛名神社御旅所跡

御旅所を表す2本の石 
柱が約5m離されて立ち 
その北5mほどの所に小 
高く形造った土壇があ 

り、そこに新輿が置か 
れた。石柱は御旅所の 
標柱であり上部にほぞ 
穴があるため鳥居であ 

った可能性がある。

原逼辻の逼標

高さ65cm、幅40cm^三 
角柱状の烏川真石自然 
石で年記はないが近世 
のものと思われる。旧 

草津街道の名残の一つ 

となっている。

下久保の道標

榛名道と信州道の三叉 
路にある。一つは「右 

はるな、左くさづ」と 
あり、別の一体は「右 

草津道、左みょうぎ道 
」とある。年代不詳。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遠産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古境

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

神社,

寺等

1無量院

2 石上神社

3 石上寺跡

城跡 1湯殿山砦城跡

2 原砦城跡

その他 1落合の橋脚大石

2 榛名神社御旅所跡

3 座主の森

4 藤鶴姫の墓



現況特性図J信州街道4 ［倉渕村三ノ倉〜吾妻町萩生 信州街道4 ［倉渕村三ノ倉〜吾妻町萩生］

全透院

延徳元年木部新九郎が 

開基。のち大戸浦野氏 

が中興開基となった。 
境内には、由緒ある地 
蔵堂や庭園がある。裏 
山一帯は浦野氏の居城 

栗崎城がある。

小栗上野介処刑地

慶応4年閏4月5日、 
上野介と家臣3人が捕 

縛され、翌6日斬首さ 

れた。上野介42歳。記 
念碑は昭和7年、地元 
有志によって建てられ 

た。

東善寺(小栗上野介 

忠順父子墓)

上野介は勘定奉行など 

の要職を歴任したが、 
討幕軍の進撃に対し主 
戦論を主張して破れ、 
権田に土着した。しか 

しその後官軍に捕縛さ 

れ処刑された。墓は県 
指定史跡である。

花輪の道祖神

元禄六年の銘がある双 
体道祖神で、県内でも 

古いものである。村内 

では長井の道祖神に次 

いで第3位である。

長井の道標

長井の信州街道(草津 
道)沿いにある道しる 
ベで、年代は磨滅して 
いて不明。「右へくさ 

づ道」とある。

熊久保の道祖神

県下で最古といわれる 
双体道祖神である。僧 
形で立像。寛永二年の 

銘がある。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社•寺等

碑

近代化遠産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

.道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1三ノ倉宿本陣跡

2 小栗上野介居宅建設跡

3 長井集落問屋跡

神社.

寺等

1神明宮

2 全透院

3 蓮華院

4 戸榛名神社

5 水沼神社

6 椿名神社

7 東善寺

城跡 1栗崎城跡

2 かぎ掛砦城跡

3 天狗山砦城跡

4 権田城跡

5 大明神砦城跡

その他 1水沼遣跡

9 倉渕村長井石器時代

住居跡

3 たて場跡



現況特性図信州街道5吾妻町萩生〜吾妻町大戸 信州街道5 ［吾妻町萩生〜吾妻町大戸］

忠治とまどいの松

追手から逃れるため信 
濃に向かう忠治が大戸 

の関所破りをなかなか 
決意できず、この松の 

たもとで迷っていたこ 
とからこの名が付いた 

とされている。

忠治地蔵
「国定忠治処刑跡」

天保4年(1833)に岩鼻 

代官の家臣を殺害して 
蓄米倉を解放した忠治 

も大戸の関所破りに失 
敗し、ここで磔刑に。 

その任侠心を崇めて文 

久元年(1861)に立てら 
れた地蔵尊。

畔宇治神社の石灯籠

文政9年(1826)大戸村 
中と加部安左衛門兼重 
の寄進になるもので精 

巧で優美な作。石工は 
信州伊奈郡手塚曾助ほ 

か数名。

大戸関所跡

中山道の裏街道として 
当時、大戸が交通の要 
所だったことから、寛 

永8年(1631)に設置さ 
れた関所。近くには上 
州の大富豪、加部安左 

衛門屋敷跡がある。

加部安左衛門関係遺跡

幕末の上州の分限者、 
加部安左衛門屋敷跡。 
菩提寺である大運寺境 
内には由緒を記した古 

碑がある。西側の墓地 
には代々の墓石が立っ 

ている。

道標

大戸塩の平の道標で江 
戸時代に信州善光寺方 
面へ通じる信州街道の 
要衝の地であり、貴重 

な銘文が残されている

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

近代化遗産

並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1加部安左衛門屋敷跡

2 大戸関所跡

神社.

寺等

1浅間神社

2 畔宇治神社

3 鳥居(畔宇治神社參道)

4 大運寺

その他 1忠治とまどいの松

2 加部安左衛門の墓



現況特性図信州街道6吾妻町大戸〜吾妻町須賀尾 信州街道6 ［吾妻町大戸〜吾妻町須賀尾］

太鼓橋

国道に面して石造の太 

鼓橋がある。もとは小 

川の上にまたがってい 

たのであるが、県道拡 

張のため後退させたも 

のである。その側の玉 

垣と共に氏子の真心を 

よく具現した様な築造 

である。

吉岡神社燈籠

天保4年(1883)信州伊 

奈郡の石工池上仙蔵ら 

によって造られた石灯 

籠であり、造形美に優 

れている。

吉岡神社

吉岡神社には町重の句 

額と薬師像がある。句 

額は選者に一茶や地元 

の鷺白等が名を連ねる 

五面の額で、郷土の俳 

諧史上重要な資料であ 

る。薬師像はサクラの 

一木造で鎌倉時代の作 

といわれる。

本宿田城の庚申塔

本宿田城の庚申塔は自 

然石に、町田延陵の書 

でかなり大きく達筆で 

彫刻されている。

逼標

本宿田城の道標で、「右 

ハ信州せん光ぢくさ 

ず左ハやまたこ平みち 

へ」と刻まれており、 

左上部に指差しの浮彫 

りがある。

須貿尾宿脇本陣跡

須賀尾宿は信州道と草 

津道が分岐する要衝の 

地であり、須賀尾宿か 

ら江戸への道のりは三 

十八里を計る。須賀尾 

宿では問屋と本陣は1 
軒で兼務し脇本陣も1 
軒あったが現在は残っ 

ていない。

凡

例

建築物(跡)

建築物(現存)

神社。寺等

碑

;近代化遺産

: 並木

一里塚

城跡

常夜燈

渡し•河岸跡

石造物

古埴

道標

その他

原状•のままの道

改変された道

消失した道

市町村境界

凡 例

建築物 1脇本陣

神社.

寺等

1吉岡神社

2 定善寺

3 諏訪神社

その他 1太鼓橋

2 お茶講



現況特性図 信州街道7 吾妻町須賀尾〜長野原町応桑 信州街道7 ［吾妻町須賀尾〜長野原町応桑］

道標

矢竹の道標で「右くさ 
づ道」「左志ん州道」 

を自然石に刻んでしヽる 
が、元あった場所から 

南に移動している。

万騎峠

吾妻町と長野原町の町 
境になる峠。万騎峠の 

名は、建久四年(1193) 
の源頼朝の三原•那須 
の狩りの際、狩宿に宿 
泊ののち、万騎の兵を 

従えて峠を越えたこと 
に由来する。万字峠と 

もいう〇

ブナの古木

万騎峠の頂上には、ブ 
ナの古木があり、峠を 

越える旅人の目印にな 

った〇

こゎ清水

源頼朝が狩りの途中、 
渇きを覚え、槍の石突 
で突いたところ、湧き 

出たものといわれてい 

る〇

源頼朝爪掛け若

源頼朝の馬がここまで 

来たとき突然暴れて、 
岩に駆け去^てつけた 
蹄の跡と言い伝えられ 

ている。

凡
例

建築物(跡)
建築物(現存)

神社。寺等
碑

近代化遠産
並木

一里塚
城跡

常夜燈
渡し•河岸跡

石造物
古境

.道標
その他

原状のままの道
改変された道

消失した道
市町村境界

凡 例

建築物 1峠茶屋跡

神社-

寺等
1安楽寺跡

城跡 1上ノ城跡

その他 1 ブナの古木

2 こわ清水

3 源頼朝爪掛け岩



現況特性図信州街道8長野原町応桑〜燸恋村鎌原 信州街道8 ［長野原町応桑〜燸恋村鎌原］

比奈三郎義秀の墓

町指定史跡である。

双体道祖神道標

信州街道と沓掛街道の 
交差点であ•□た狩宿新 

田村の辻にた-〇この道 
祖神は道標をも兼ねて 

いた。道標との複合は 
郡内では珍しい。「右 

ハはるな、左ハくさつ

狩宿関所跡

慶安四年(1651)真田氏 
が私関を創設。その後 

江戸幕府がこの地を公 
関として裁決。善光寺 

への参詣と草津•川原 
湯温泉への湯治客を取 

り締まった。特に「入 
鉄砲」「出女」の詮議 

は厳しかった。

I鎌原観苜呈(大明二年I 
浅間やけ遺跡)

天明3年(1783)の浅間 
山の噴火により、鎌原 

村は、118戸、477人( 

馬匹165頭)を一瞬のう 
ちに失った。高所の鎌 
原観音堂だけが、唯一 
の建物として残った。

延命寺石標

浅間山別当延命寺の門 

石。天明3年の浅間押 
しによって流されたも 
のが、吾妻川下流の岩 

島地区の川原で発見さ 
れた。村指定史跡であ 

る〇

陣命寺石標欠損逼しる 
ベ

延命寺石標の欠落部分 
を利用してつくられた 
もので、「右すがを、 

左ぬまた道」とある。 
裏面に「別」の字が逆 
さになっているのが読 

める。

凡
例

建築物(跡)
建築物(現存)

神社•寺等
碑

近代化遺産
並木

一里塚
城跡

常夜燈
渡し•河岸跡

石造物
古墳

.道標
その他

原状のままの道
改変された道

消失した道
市町村境界

凡 例

建築物 1狩宿関所跡

神社,

寺等
1鎌原観音堂

その他 1朝比奈三郎義秀の墓



現況特性図信州街道9嬬恋村大前 信州街道9 ［燸恋村大前］

凡
例

建築物(跡)
建築物(現存)

神社,寺等
碑

近代化遺産
並木

一里塚
城跡

常夜煃
渡し•河岸跡

石造物
古境

道標
その他

原状のままの道
改変された道

消失した道
市町村境界



現況特性図 信州街道10燸恋村鎌原〜燸恋村田代 信州街道1〇［燸恋村鎌原〜燸恋村田代］

I大笹神社(芭蕉句碑) 

明治42年、古来よりあ 
った神社を合祀したも 

の。境内南隅に立つ芭 
蕉の句碑は嘉永六年の 
建立で、当時の大笹の 

文化の高さを示すもの 

である。

沓掛海道の道しるべ

大笹の鬼押出しロにあ 
る道標で、「沓掛海道 
、沼田•草津道」とあ 

る。海道とあて字を使 

用するところに特徴が 

ぁる。

無量院の五輪塔

地元の人はヽちじん 
さま」「ごりんさま」 

などと呼んでIヽる。室 
町時代(16世紀末)の 
建立と考えられ、一乗 
院大法上人の墓と、わ 

れて1/、る。

大笹関所跡

寛文二年(1662)に沼 
田藩主真田伊賀守によ 
り設置された。明治二 

年に廃関となるまで、 

約2 〇 〇年間通行人を取 
り締まった。1956年に 
門扉が復元された。村 

指定史跡である。

抜け道の碑

手形の無い通行人に、 
仁礼街道(大笹街道) 
の関所を避けて善光寺 

へ抜ける道を暗示する 

文学的な香り高い碑で 

ある。

凡
例

建築物(跡)
建築物(現存)

神社。寺等
碑

近代化遠産
並木

一里塚
城跡

常夜煃
渡し•河岸跡

石造物
古埴

.道標
その他

原状のままの道
改変された道

消失した道
市町村境界

凡 例

建築物 1大笹関所跡

神社.

寺等

1大笹神社

2 無量院

跡城 1鎌原城跡

2 西窪城跡



現況特性図 信州街道11燸恋村田代〜鳥居峠 信州街道11［燸恋村田代〜鳥居峠］

天狗の松

仁礼道に古来よりあっ 
た立派な松であったが 

現在は枯れてしまって 

いる。2代目を植林し 

ている。

百番供養塔の道しるべ 

上田よりの鳥居峠道に 
ある道標である。巡礼 

供養碑に道しるべを付 
加したもので、「右ハ 
仁連い、左ハうへ田み 

ち」とある。

鳥居峠の鳥居

長野県小県郡真田町地 
内にある。江戸時代( 

明和以前)の建立と考 

えられるが、不明。東 
花童子とおり吾妻山権 

現への参道入口にたつ

凡
例

建築物(跡)
建築物(現存)

神社•寺等
碑

近代化遺産
並木

一里塚
城跡

常夜燈
渡し•河岸跡

石造物
古墳

.道標
その他

原状のままの道
改変された道

消失した道
市町村境界

凡 例

その他 1両墓制

2 天狗の松

3 鳥活


